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6．結 論
本稿では，軽微犯罪規制法令の沿革，その関係性，軽犯罪法の刑法との補充
関係性を分析することを通じて，軽犯罪法の自然犯的性格について主に検討し
てきた。その結果，多くの部分において軽犯罪法が自然犯的性格を有している
側面を見つけることができた。また，刑事法領域の境界線を示す軽犯罪法の重
要性を改めて確認できた。紙幅の関係上，具体的な軽犯罪法各号の内容的な性
質についてまで言及できなかったが，今後の研究課題としたい。
軽犯罪法の多くの規定において体系的にも沿革的にも自然犯的な特徴があ
り，全体としては自然犯類型としての性格を有する法律と考える。76）たしかに，
変死現場等変更の罪（軽犯罪法1条19号）は，刑事捜査上の必要性より禁止
されている側面が強く，法定犯・行政犯であることを認めざるを得ないところ
がある。77）しかし，本号は，立法時点においては公衆衛生を保護する側面もあ
り，78）ほかの軽犯罪法規定は，明らかに自然犯の性質を有するものが多い。
以上のことから，軽犯罪法は，全体としては自然犯を定めた補充的性格を強
く有する特別刑法であると考える。以上が，本稿の結論である。
以上
76）磯﨑・前掲注12）11頁以下。同12頁は，「輕犯罪法は，その立法の過程で舊令にまつわ
る警察犯取締規定的色彩を極力拭い去ることとし，行政的取締規定の性格をもつものはこ
れを取除いて，日常生活における比較的輕微な反道義的行爲卽ち公の良俗名風俗に反する
行爲のみを處罰の對象とした。その規定する個々の罪は，いずれもその本質において刑法
犯等と異なるものではなく…刑事犯の範疇に入るものであると信ずる。」とされる。大塚・
前掲注33）99頁は「大部分は程度こそ軽微であれ，ただちに社会倫理に密接するものとし
て，自然犯・刑事犯的性格を有するというべき」とされている。俵谷・前掲注4）26頁。
77）大塚・前掲注33）99頁。
78）「第2回国会 参議院司法委員会会議録」第6号・昭和23年3月25日で，國宗榮政府委
員は，変死現場等変更の罪の立法理由について「犯罪捜査のためにはいわゆる現場の保存
が必要でありまするし，妄りにこれを變更されたために，捜査に重大な支障を來したこと
は一再ではないのであります。又公衆衞生の面から見ましても，今日では必要があります
場合には監察醫が檢束，解剖することになつておりまして，そのためにも現場の保存は必
要である。」と発言している。
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